
会社名 株式会社メディアシーク
（コード 4824： マザーズ）

住所 東京都港区南麻布３－２０－１
Ｄａｉｗａ麻布テラス３Ｆ

代表者 西尾 直紀

問合先 担当者 根津
電話番号 ０３-５４２３-６６００

＜マザーズ＞ 投資に関する説明会開催状況について

以下のとおり、投資に関する説明会を開催いたしましたので、お知らせいたします。

○ 開催状況

開催日時 令和３年９月２９日 １５：３０～１６：１０

開催方法 ビデオ会議

開催場所 株式会社メディアシーク
（東京都港区南麻布３－２０－１ Ｄａｉｗａ麻布ビル３Ｆ）

説明会資料名 ２０２１年７月期 投資に関する説明会

【添付資料】

１． 投資説明会において使用した資料

※ この書類（添付資料を含む。）は、有価証券上場規程施行規則第４２７条に基づき、公衆縦覧に供されます。

令和３年９月２９日
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２０２１年７月期 通期 決算概要（連結） （単位：百万円）

２０２１年７月期

通期

２０２０年７月期

通期

金額 差額 金額

売 上 高 １,７７８ ▲５２７ ２,３０５

営業利益 １６６ ＋１２７ ３９

経常利益 ２０２ ＋８９ １１３

親会社株主に帰属する
当期純利益 ４７６ ＋４４１ ３５
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２０２１年７月期 通期 事業別売上高（連結）

２０２１年７月期

通期

差額

２０２０年７月期

通期

金額
売上

構成比
金額

売上

構成比

法人事業 １,２７２ ７１.６ ▲６１４ １,８８５ ８１.８

コンシューマー事業 ５０３ ２８.３ ＋８４ ４１９ １８.２

合 計 １,７７８ 100.0 ▲５２７ ２,３０５ 100.0

(百万)

(％)
(百万) (百万)

(％)
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（単位：百万円、％）
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法人事業 コンシューマー事業

事業別売上高の推移（連結）
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■ コンシューマー事業は前期比２０％増、法人事業は子会社離脱により３２.６％減

（単位：百万円）

２０１９年7月期 通期 ２０２１年7月期 通期２０２０年7月期 通期

357

1,856

1,499

419

1,885

2,305

503

1,778

1,272

前期比
＋２０.０％

前期比
▲３２.６％

MEDIASEEK ２０２１年７月期 投資に関する説明会 2021.9.29



事業別売上高の推移（単体・ご参考）
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■ デリバリーコンサルティング影響を除き、売上は前期比１４.２%増（法人事業８.０%増）

（単位：百万円）２０１９年7月期 通期 ２０２１年7月期 通期２０２０年7月期 通期

357

768

410

419

435

855

503

976

470

前期比
＋２０.０％

前期比
＋１４.２％

前期比
＋８.０％
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法人事業 コンシューマー事業



純資産の推移

投資先上場のキャピタルゲイン等により「純資産」が着実に拡大→さらに拡大へ

投資先の上場等により純資産は継続的に拡大
今後
さらなる
拡大へ

0
２０２１年７月期２０２０年７月期２０１９年７月期 （単位：百万円）

2,665

3,639

3,938

＋９.３％

＋３６.６％

2019年7月
Ｌｉｎｋ－Ｕ上場

2021年7月
デリバリーコンサ
ルティング上場

1,584

２０１８年７月期

＋６８.２％
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２０２１年７月期 通期決算トピックス

➢ 法人：
法人向けコンサルティング業務は比較的堅調に推移の見通し。
顧客目線は新型コロナ対応でリモート対応へシフト。

➢ コンシューマー：
アイコニット３,３００万ダウンロード、広告収入は比較的安定。
ＱＲコード・バーコード読取りの市場ニーズは拡大傾向。

２０２１年７月期
通期決算

市場動向
見通し

➢ 法人事業は新型コロナ影響下でも比較的堅調に推移。
子会社デリバリーコンサルティングは連結離脱し上場達成。
下半期売上は連結子会社離脱で減少したものの、法人向け
システム開発業務は堅調。連結売上は前期比３３％減となったが
デリバリーコンサルティングの影響を除くと前期比８％拡大。

➢ コンシューマー事業はアイコニット広告収入を中心に増収。
新型コロナ影響下でも広告収入は比較的安定的に推移。
３年連続増収で前期比２０％拡大。
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２０２２年７月期 新たな事業ポートフォリオ

コーポレートＤＸ

画像解析・ＡＩ

ライフスタイルＤＸ

ブレインテック・ＤＴｘ

ベンチャーインキュベーション

法人事業

コンシューマー事業

これまでの事業ポートフォリオ
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２０２２年７月期 通期 業績予想

- 11 -

２０２２年７月期

通期（連結・計画）

２０２１年７月期

通期（連結・実績）

金額 百分比 差額 金額 百分比

売 上 高 ８６７ － ▲９１１ １,７７８ -

営業利益 ２８ 3.2 ▲１３８ １６６ 9,4

経常利益 ５２ 6.0 ▲１５０ ２０２ 11.4

親会社株主に
帰属する
当期純利益

３６ 4.2 ▲４４０ ４７６ 26.8

（単位：百万円、％）

(百万) (％) (百万)(百万) (％)
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２０２２年７月期 セグメント別売上見通し

子会社上場のキャピタルゲインを成長分野に投資、新規事業ドメインを積極拡大

ライフスタイルＤＸ
２.５３億円

（２９.２％）

コーポレートＤＸ
２.５０億円

（２８.９％）

画像解析・ＡＩ
３.５８億円

（４１.３％）

ブレインテック・ＤＴｘ
０.０５億円

（０.６％）
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２０２２年７月期売上（連結・予想）

８.６７億円
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コーポレートDX Corporate DX 2022

事業内容・事業方針

• 前・法人事業部のSI事業を継承

• Web系システム、モバイルアプリ開発などを主とした
受託開発モデル

• 教育関連企業、サービス業、不動産業などの既存顧客
のシステム保守や新規開発案件を中心に堅調に推移

• 近年の企業DX推進トレンドやオンライン化／非対面化
に向けたシステム導入要請を背景にさらに市場開拓、
提案活動を進める

• ニアショア開発拠点（主に長野）や在宅勤務社員など
リモートワーク環境下におけるプロジェクト運営を推
進（現在6割強がリモートワーク）

DX

EdTech PropTech …

web mobile cloud



画像解析 ・ AI IMAGE ANALYSIS PROGRAM  / ARTIFICIAL INTELLIGENCE 2022

アプリ「アイコニット」

バーコードリーダーライブラリ

・ 累計3,300万ダウンロード突破

・ 使ってトクするバーコードリーダー
UU数、起動回数が向上

・ 主要アドネットワークとの提携により
広告売上がさらに拡大

・ より多くの方が便利に使える新機能
安心・安全、非接触、ユニバーサル etc

・ 日々の読み取り情報を機械的に分析、
継続的な読み取り性能向上

・ メディカル領域でのニーズ増

・ 対応バーコードの拡大



画像解析 ・ AI IMAGE ANALYSIS PROGRAM  / ARTIFICIAL INTELLIGENCE 2022

ＡＩ について

自社サービスでの活用を前提に研究開発

・テキストデータからトレンドの予測や
感情分析、異常検知を行う

・読み取れないバーコード画像の解析

・ニューロフィードバックへの活用



ライフスタイルDx EdTech / FanTech / HealthTech 2022

EdTech、FanTech、HealthTechの3つのテクノロジーを中心にDX化を促進
ライフスタイルに欠かせないサービスとして事業の拡大を図る

・ 各種SNSやBIツール、MAツールとの連携機能を強化することで
他社サービスとの差別化を図り更なるシェア拡大を目指す

・ ライブコマースなど積極的に新機能を搭載予定

EdTech

FanTech

HealthTech

・ 年間３～4タイトルのリリース目標、5年後には25タイトル目指す

・ 定期的な新コンテンツ投入による既存タイトルテコ入れによる
長期収益化を実現する

・ 健康系コンテンツのノウハウを元にヘルスケア総合アプリの
開発、リリースを行い収益化を目指す



ブレインテック ・ DTx BRAINTECH / DIGITAL THERAPEUTICS 2022

ブレインテック

・ 脳科学とITを組み合わせた新しい事業領域
弊社は2016年より他社に先駆けて取り組みを開始

・ 2024年には世界市場が5兆円規模になると予測されている成長市場

・ ブレインテックといえばメディアシーク、という立ち位置を国内で確立

・ 主にヘルスケア・教育・スポーツ向けにアプリ「ALPHA SWITCH」を展開

・ 研究開発で培ったニューロフィードバック技術を基に医療の領域へ

・ 今年ブレインテックコンソーシアム創立



ブレインテック ・ DTx BRAINTECH / DIGITAL THERAPEUTICS 2022

DTx（デジタルセラピューティクス）

・ モバイルアプリなどのソフトウェアを通じて治療を患者に届ける技術

・ 先行するアメリカではFDAの環境整備も進み、多くの製薬企業・ベンチャーが参入

・ 日本でもCureApp社が2020年に初めてニコチン依存症治療アプリで薬事承認

・ ブレインテックからアンメットニーズの高い中枢神経系のデジタル薬を目指す

・ 製薬企業、医療機器製造メーカー、大学病院とも積極的に提携

慢性疼痛

認知症

うつ病



インキュベーション VENTURE INCUBATION 2022

ベンチャーインキュベーション実績

BuyOut

ファシリティ

戦略

法務

インフラ

テクノロジー

経理・財務

資本

人材

採用

incubation

BANDAI
NETWORKS

現在新たに2社への出資と
インキュベーション契約が決定

メディアシークインキュベーションプラットフォーム

成功率8割以上
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当資料に関するお問い合わせ

株式会社メディアシーク

〒106-0047

東京都港区南麻布3-20-1

Daiwa麻布テラス

TEL：03-5423-6625

E-mail：ir@mediaseek.co.jp

IR担当：根津

※各種個別取材も実施しております。

お気軽にご相談ください。
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